
（仮称）静岡県教育大綱（素案）に対する意見への対応（県民意見募集）

（総合教育課）

１ 要旨

(仮称)静岡県教育大綱(素案)のパブリックコメント及びこども向けアンケートを実施した結果、

21個人から延べ28件の意見が寄せられた。

いずれも素案の修正を必要とする意見ではなく、意見の趣旨を踏まえて取り組む。

２ 意見募集期間

令和７年２月３日（月）から令和７年２月21日（金）まで

３ 意見提出状況

21個人から28件

※１人の意見で趣旨の異なる意見は、別意見として件数にカウントしている。

４ 提出された意見の対応区分

５ 提出された意見の要旨及び意見に対する考え方

別紙のとおり

項 目
意見提出数

件数 人数

パブリックコメント（電子メール） ７ ４

こども向けアンケート（ふじのくに電子申請サービス） 21 17

計 28 21

区分 対 応 件数

Ａ 御意見を踏まえて修正する ０

Ｂ 御意見の趣旨が原案に含まれている １

Ｃ 御意見の趣旨を踏まえて取り組む 24

Ｄ その他（質問、他の施策への要望等） ３



提出された意見の要旨及び意見に対する考え方

(総合教育課)

１ 総論

№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

１

本県の教育が抱えている課

題を明らかにし、それをどのよ

うに克服するのか、克服された

教育というものがどのような

ものなのかを明確にするべき

だと思います。

Ｃ

「静岡県教育大綱」では、本県における

教育の基本理念や取組の方向性を示してい

ます。

本県教育が抱える課題、その克服のため

の施策の目標や具体的取組は、令和７年度

に策定する「静岡県教育振興基本計画」に

おいて示し、その進捗状況を毎年度評価し

ていきます。

２

「何をするのか」について、

具体性に乏しく感じる。どのよ

うなことを行っていくのかが

明記されていないので信憑性

に欠けるし、県民も実感しづら

い。

Ｃ ○

３

みんながみんな幸せとは限

らないこの世の中で、「幸福度

日本一」を目指すのは、簡単で

はないと思いますが、具体的根

拠、理由を提示し、素案を教育

大綱として実現できるように

してほしい。

Ｃ ○

４

幸せは人それぞれです。

私は、幸せを見つけられる人

をどんな方針で育てていくか

が重要だと思います。

Ｃ ○

５

「社会で元気に生きていけ

る力」は必要だとは思います

が、それを提示すると、それが

正解なんだ、それが求められて

いることなんだと解釈し、プレ

ッシャーと感じてしまう場合

があるのではと思いました。

より一人ひとりに合った、寄

り添える社会が、目指すべき社

会の一つだと感じました。

Ｂ

一人ひとりに合った寄り添える社会は大

切であると考えており、本県の教育施策の

大前提として、基本理念の前文で、「全ての

人が自らの夢を実現し、一人ひとりがそれ

ぞれの幸福を実感できるようにしていくこ

とが何よりも重要」、「社会全体で一人ひと

りの夢の実現を支えていくことを通じ、本

県の未来に向けた人づくりに取り組んでい

きます」と明記しています。

○

６

年齢を問わず、県民みんなが

夢や希望を持って暮らしてい

けるような県になって、県民の

幸福度をさらにあげてほしい

と思います。

Ｃ

基本理念の前文でも明記しているよう

に、県では、県民一人ひとりの幸福実感を

重視する「ウェルビーイング」の視点を取

り入れ、オール静岡で「幸福度日本一の静

岡県」を目指して取り組んでまいります。

○

７

この「教育大綱」を一人ひと

りの教師がしっかり深く認識

をして誰に対しても差別の無

い明るい教育を導いて欲しい

と願います。

Ｃ

大綱を各学校へ配布し、各教員に本県教

育の基本方針や取組方針の周知を図りま

す。 ○

別紙



２ 具体的取組

№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

８

希望する高校には行ける偏

差値はなく、特別支援学校も

選択できないような支援を受

けられる受けられないの間に

いる人も、助けられる社会に

なると嬉しいです。

Ｃ

全てのこどもがその夢に向かって挑戦

していくことのできる環境を実現するた

め、多様な学びの場の確保を推進します。
○

№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

９

金融教育や生成ＡＩをゲー

ム感覚で学べるカリキュラム

を作ってほしい。

毎日とは言わないが、最先

端技術やデジタルに触れ合う

機会を創出してほしい。

Ｃ

県では、デジタル技術を活用した学習を

推進するとともに、一人ひとりの実情やニ

ーズに沿った多面的・多角的な支援を推進

しています。

また、小中高生を対象としたプログラミ

ング講座を実施するなど、学校の内外にお

いてデジタル技術等に接する機会を設け

てまいります。

○

10

静岡県では、今の与党は何

をやっていて日本をどうした

いのか、政治家、政党、いまあ

る色々な政党の目指してる日

本、海外と比べて日本が置か

れている状況、私たちの納め

ている税金の使われ方、国民

の税金負担率、国民の知らな

いところで可決されようとし

ている法案など、国民が深く

知りえないことを色々子供に

教えて欲しいです。

これから日本を生まれ変わ

らせるために政治に興味を持

つように授業をしてもらいた

いです。

Ｃ

県では、児童生徒の発達段階に応じて社

会科や特別活動、総合的な学習、探究学習

等を通じて主権者教育（政治・経済をはじ

め、社会の出来事を自ら考え、判断し、主

体的に行動する人を育てる教育）に取り組

んでいます。引き続き、積極的に社会に関

わる主権者を育てるための教育の充実に

取り組んでまいります。
○

11

学校の授業として実際に

様々な職業の方の話やその職

業の方でしか経験できない貴

重な話など気軽に聞ける機会

などあれば様々な職業の理解

が深まり楽しいと思いまし

た。

Ｃ

各学校ではキャリア教育を進めていま

す。職業講話、職業体験等を実施しており、

その中に地域愛や、就労観の醸成が含まれ

ております。

また、特別支援学校では、多職種の方に

よる授業や高等部生徒の実習先の企業や

事業所の方から話を聞く機会を設けてい

ます。こうした企業等との連携によるキャ

リア教育の推進により、地域と企業に対す

る理解を深めてまいります。

○



№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

12

公立高校だけでなく、私立

高校にも金銭面での援助だけ

でなく、幅広い支援をお願い

したいです。
Ｃ

県では、私立学校の運営に係る経常的経

費に対し助成を行っているほか、私立学校

が行うスクールサポートスタッフの配置

や施設耐震化等に対する支援を行ってい

ます。引き続き、教育条件の維持向上、保

護者の経済的負担の軽減等に向け、私立学

校に対する幅広い支援に努めてまいりま

す。

○

13

これからの静岡県の公立進

学校（普通科すべて）では、人

口減少対策として、専門学校

進学と就職指導を積極的に取

り組むことはとても重要だと

思います。

Ｃ

県立高等学校では、キャリア教育等を通

じて、地域に対する理解や就労感の醸成等

に取り組んでいます。引き続き、一人ひと

りが望む進路選択を行えるよう、キャリア

教育を推進します。

14

給食の量を増やして欲しい

給食費を無償化してほしい

給食の時間を長くして欲し

い

昼休みを長くして欲しい

Ｃ

給食の時間や昼休みの時間等について

は、児童生徒の実態等を踏まえ、教育活動

を計画しています。

学校給食は、児童生徒に必要な栄養素を

バランスよく提供することを目的に、学校

給食摂取基準や児童生徒の実態に合わせ

て適切に提供されています。

給食費の無償化については、現在、国に

おいて無償化の実施に向けて議論されて

いるところであり、今後の国の動向を注視

していきます。

○

15

一人ひとりの個を尊重した

学校づくりや、困りごとに寄

り添ったサポートを充実して

くれることがいいなと思いま

した。

Ｃ

県では、児童生徒の実情やニーズに応じ

た学習環境の整備や地域全体で困難を抱

える人たちを支える体制の充実に取り組

んでいます。引き続き、学校と関係機関が

連携し、チームによる支援により、一人ひ

とりの児童生徒等の状況に応じて、早期か

つ手厚い組織的な支援を行っていきます。

○

16

大人になってからも学べる

環境とは何ですか？

Ｄ

社会人になってからも、仕事に役立つス

キルを身に着けたい、自分のスキルや知識

を更に高めたい、興味のあることを学び直

したいと思ったときにいつでも学ぶこと

ができる環境のことで、公民館や生涯学習

施設等を活用した講座の開催や大学等で

学び直しやスキルアップを行う「リカレン

ト教育」等があります。

○



№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

17

大人になってからも学べる

場所づくりもしてくれること

が嬉しいなと思います。

Ｃ

県では、生涯学習や社会教育を推進する

人材の養成や資質向上を図るとともに、市

町や関係機関と連携した多様な学習情報

の提供など、生涯を通じた多様な学習ニー

ズへの支援を行っているほか、大学が取り

組む学び直しの機会創出に対する助成や

新たな学び直しの環境整備に係る検討等

を行い、リカレント教育を推進していま

す。引き続き、関係機関と連携を図り、生

涯を通じて学び続けることのできる環境

を整備していきます。

○

18

公立高校のクラス定員を25

名から 30 名程度に減らすべ

きだと思います。

もしくは教員数を学校あた

りのクラス数換算ではなく、

教員数を増やす方向で考えて

欲しいです。働き方改革のた

めに行事やイベントが削られ

それは生徒にダイレクトに還

ってきます。いい教育を続け

るなら教員増をお願いしま

す。

Ｃ

教職員の確保については、年齢構成等の

バランスを鑑み、計画的に採用していま

す。また、教職員の負担の軽減など、働き

方改革の推進により、児童生徒と向き合う

時間の確保に努めております。

標準となる教職員の定数は、国の法律に

基づき算定されることから、引き続き国に

対し見直しを要望をしていきます。

○

19

先生の数を増やして、一人

ひとりの先生の負担を減らし

てほしいなと思いました。

Ｃ ○

20

教育ＤＸにお金を使うより

常に穴の開いている現場に教

員や支援員を補充するために

お金を使ってほしい。
Ｃ

公立小中学校、県立高等学校、県立特別

支援学校等の臨時的任用職員、非常勤講師

等での活躍を希望する人材を登録する「静

岡県教職員人材バンク」を活用し、適切な

教職員の確保に努めているところです。引

き続き、教職員人材バンクへの登録者拡充

を図る等、教職員の確保に力を注いでいき

ます。

21

増え続ける特別支援学校の

中の知的障害学校では常に人

手が足りない状況で多くの生

徒を少ない教員で見ることで

強度行動障害の生徒とのトラ

ブルも増えています。専門性

に乏しい若手教員の強度行動

障害の研修が必須です。自閉

スペクトラム症の研修ととも

に何度も研修で取り上げ専門

性を付けさせるようにしてほ

しいです。

Ｃ

県教育委員会では、教員の資質向上のた

め、年次別研修など、キャリアステージに

応じた研修を体系的に実施しています。今

後も、学校のニーズを踏まえた教員研修の

充実に取り組んでまいります。



№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

22

教員にどのような研修が必

要なのか本気で考えてほし

い。教員の性加害がなくなら

ない現状は教員研修だけでな

く生徒にも性加害について教

える生命の安全教育が必要で

す。また、SNSと現実の二つの

人間関係を生きなくてはなら

ない今の子どもに健全な関係

性を学ぶ機会が必要です。教

員が包括的性教育を学び日頃

の生活指導に生かし、生徒間

の人間関係に介入できる力量

を付ける必要がある。5歳から

18歳まで段階を追ってどのよ

うに人間関係を作るかが丁寧

に説明されているユネスコの

指針を研修で扱ってほしい。

Ｃ

教員がジェンダーや多様性等について

理解を深め、学校において人権を基盤とし

た教育活動が展開されることは極めて重

要です。引き続き、教員の資質向上のため、

年次別研修などキャリアステージに応じ

た研修を体系的に実施しています。

23

生徒指導提要も改訂され、

こども基本法ができ、子ども

を権利主体として遇する外堀

は固められたが、肝心の学校

現場でその精神を生かした生

徒指導が行われているか疑問

である。ぜひしつこく研修を

して子どもに命令する時代は

終わったことを知らしめてく

ださい。

Ｃ

生徒指導提要が改訂され、生徒指導の基

本的な進め方や考え方等が再整理される

とともに、こども基本法の制定により、子

どもの権利擁護や意見を表明する機会の

確保等が法律上位置付けられました。これ

らを踏まえ、本県教員研修の実施に当たっ

ては、時代や環境の変化に応じた知識・技

能及び指導方法の転換に留意してまいり

ます。

24

現状では、iPad を使用して

の調べ学習において、学習用

途のサイトでもフィルターが

かかってしまっています。こ

の状態では調べ学習の時にか

なりのサイトにおいてフィル

タリングが干渉してしまい、

満足に調べ学習ができませ

ん。もちろん、フィルタリング

は必要ですがフィルターの最

適化をお願いしたいと思いま

す。

Ｃ

フィルター解除等については、県教育委

員会や市町教育委員会が、効果的な学習が

できるように柔軟に対応しています。引き

続き、各学校のニーズを丁寧に聞き取りな

がら、学習環境の向上を図っていきます。

○



３ その他

№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

25

GIGAスクール構想のもとで

導入された１人１台端末の活

用には、多くの課題があると

思っています。

GIGAスクール構想の実施に

あたっては、単に PC を導入す

ることを目的とするのではな

く、その利便性や教育効果を

慎重に検討する必要があると

考えます。

Ｃ

ICT は個別最適な学びと協働的な学びを

一体的に充実する基盤的なツールとして

必要不可欠ですが、ICT を活用することが

目的化しないよう、これまでの実践と適切

に組み合わせて有効に活用できるように

してまいります。
○

26

遠州灘から 900ｍの地に建

て替えるという浜松特別支援

学校は移転すべき。今後何十

年も使う学校の建物で、特に

避難が大変な知的障害のある

こどもが暮らす学校（建物）は

もっと安全な場所に移転して

ほしい。

Ｃ

浜松特別支援学校の建替えについては、

今後も保護者に丁寧に説明していくとと

もに、普通教室の３階以上への設置を検討

するなど安全対策を検討してまいります。

№ 意見要旨 区分 意見に対する考え方 こども

27

子育てに力を入れた日本一

の県になって欲しい。

Ｄ

「幸福度日本一の静岡県」を目指し、結

婚、妊娠、出産、子育てまでのライフステ

ージに応じた切れ目のない支援を行い、安

心して結婚や子育てができる環境整備を

進めてまいります。

○

28

県民のことをよく考えてい

てとてもうれしいと思いまし

た。「幸福度日本一」を目指し

ているということを知ってぜ

ひ応援したいと思いました。

1 つお願いがあります。リ

ニアモーターの建設をやめず

に進めていってほしいです。

Ｄ

いただいたリニア中央新幹線に関する

御意見は、関係部署に共有させていただき

ます。

○


